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八千代座特別公演　記念植樹
日本の伝統芸能を未来へとつなぐ

取材協力：八千代座倶楽部
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上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　今がんばっていることはエレクトーンの習い事です。８
年ほど続けています。エレクトーンは手と足を使う楽器な
ので、演奏が難しく、挫折しそうになることもありますが、
その分上手に弾けたときの達成感が大きいです。

井手　俐
り

那
な

さん
山鹿小学校６年生

目 次

　トピックス
３ 山鹿の秋は「和栗」ざんまい。〜やまが和栗〜
４ 山鹿灯籠まつり

生活情報
６ ９月21日㈯〜 30日㈪　秋の全国交通安全運動

９月10日㈫〜 16日㈷は「自殺予防週間」です
７ 台湾との市民文化交流イベントを開催します！

空き家などの解体費用を一部補助します
８ 第７回市民公開講座を開催します！！
９ プラスチックごみ問題について考えよう！
10 やまが人権啓発便り第42号
11 児童手当制度が変わります

児童扶養手当の制度が一部変更されます
12 みんなの健幸手帳・休日在宅当番医および当番薬局

お知らせ
14 案内版
20 定例相談
21 およろこび・うぶごえ・おくやみ
22 わくわくネット
23 図書館スタッフおすすめの１冊

バンビ通信
24 街角ぐるっとNAVI

投稿のページ
26 みんなの広場

今月の街角ギャラリー・八千代座催し案内
28 市民文芸
29 熊本ビューストピンディーズ
30 山鹿ブランド商品紹介コーナー

地域おこし協力隊通信

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●
　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

実施予定のイベントに変更が生じる場合が
あります。主催の問い合わせ先に確認いただく
か、山鹿市ホームページなどで確認ください。

防災行政無線の放送内容を聞くことができます。
※放送後24 時間以内　※通話料有料

問防災監理課  ☎（43）1113☎（41）9077☎（41）9077

今月の表紙 八千代座特別公演　記念植樹
　７月27日〜 29日に、十三代目市川團

だん
十
じゅう
郎
ろう
白
はく
猿
えん
襲名披露

と、八代目市川新
しん
之
の
助
すけ
初舞台記念の八千代座特別公演が行

われました。26日には親子そろっての会見が行われ、舞台
への思いなどを語りました。27日には多くの人が見守る中、
八千代座交流施設入口に記念のソメイヨシノを植樹しまし
た。【表紙：ぼたんさん（左側）と新之助さん（右側）】
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山
鹿
の
秋
は
「
和
栗
」
ざ
ん
ま
い
。

〜
や
ま
が
和
栗
〜

過去最多 38店舗が参加！

山鹿和栗スイーツフェア

昨年 26 万人が訪れた、人気イベント
です！
開催期日：�９月 1 日㈰〜　　　

11月 30 日㈯
問（�一社）山鹿温泉観光協会
☎ (43)2952

いも・くり自慢街道

開催期日：９月 21日㈯〜 10月 21 日㈪
問�たけんこ街道協会　
☎ 090(8558)7896
※電話は午前９時〜午後６時

全国モンブラン大会山鹿予選会同時開催！

第 13回マロンフェスタ

５年振りの本格開催！
開催期日：９月 22日㈷
問特産工芸村「あんずの丘」
☎ (48)3100
場所：あんずの丘

第 45回かほくまつりと同時開催！

全国モンブラン大会 2024

開催期日：11月 16 日㈯・17日㈰
　　　　　※ 17日は販売のみ
問やまが和栗振興協議会
☎ (43)1556
場所：鹿北グラウンド内

和水町と共同開催！

山鹿市・和水町栗グルメフェア

開催期日：10月 1日㈫〜 31日㈭
問山鹿和栗洋菓子店An
☎ (48)4648

物産館も「栗」尽くし。

西日本一の栗まつりウィーク

市内６物産館で「栗」にちなんだイベント
を実施！
開催期日：�９月 14 日㈯〜��　　　

10月 14 日㈷
※�問い合わせは各イベント主催　
の物産館へお願いします。

おいしい芋と栗料理が味わえる

山鹿の栗実態調査への協力をお願いします

問農業振興課  ☎（43）1556

現在、山鹿市内の栗農家を対象に「山鹿の栗実態調査」を実施
しています。
　今回の調査をもとに今後の栗振興に向けた施策の検討を行いま
すので、調査への協力をお願いします。

【調査名】
令和６年度山鹿の栗実態調査
【調査内容】
氏名、年齢、栗の木の栽培面積、
栗園の所在地、樹齢、品種、行
政への要望など
【回答方法】
郵送またはWEBにより回答
（上記方法で回答のない人は訪
問により聞き取り）

【調査委託業者】
株式会社　談　　　　　　　　
☎096(345)2737

※�本調査で知り得た情報は、今後
の栗振興に向けた施策検討以外
の目的には使用しません。

3 2024. ９　広報やまが

山鹿市・和水町で栗グルメを提供する店
舗が集結！

ト
ピ
ッ
ク
ス
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秘書広報課　☎ (43)1110
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11まつりのにぎわい　12子ども上がり灯籠　13奉納灯籠参拝　14山鹿灯籠流し踊り山鹿市文化協会
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秘書広報課　☎ (43)1110
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11まつりのにぎわい　12子ども上がり灯籠　13奉納灯籠参拝　14山鹿灯籠流し踊り山鹿市文化協会
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問防災監理課  ☎（43）1113
秋の全国交通安全運動

　交通事故のない社会を目指して、できることから取り組みましょう。

9 月 30 日㈪は
「交通事故死ゼロを

目指す日」です

９月 21 日㈯〜 30 日㈪

【運動の重点】
１. 反射材用品などの着用推進や安全な横断方法
の実践などによる歩行者の交通事故防止
・反射材を活用しよう！
　�外出するときには明るい目立つ色の服装と反射材をつ
けて、自分の存在をアピールしましょう。
・歩行者も自らの注意で事故を防ごう！
　�「歩行者優先だから」「車は止まってくれるはず」など
の過信は危険です。横断歩道では、必ず止まって左右
の安全を確認し、横断中も周囲の安全を確認しながら
渡りましょう。

２. 夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビームの
活用促進と飲酒運転などの根絶
・�夕暮れ時以降は早めのライト点灯！夜間はハイ
ビームも活用！

　�夕暮れ時以降は早めのライト点灯を心掛けましょう。
また、夜間帯は速度を落とし、ハイビームとロービー
ムの切り替えをこまめに行いましょう。

・飲酒運転も、あおり運転も「絶対しない、させない」！
　�依然として飲酒運転による悲惨な交通事故は後を絶ち
ません。「あおり運転」（妨害運転）も重大な交通事故
につながる極めて悪質・危険な行為です。一人一人が
「絶対にしない、させない」という強い気持ちで根絶
していきましょう。

３. 自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘル
メット着用と交通ルール遵守の徹底
・自転車も特定小型原動機付自転車もヘルメット着用！
自転車、特定小型原動機付自転車（いわゆる電動キッ
クボードなど）に乗る時は、ヘルメットを着用しましょう。
ヘルメットの着用により、事故発生時の致死率が大きく
下がります。自分の命を守るため必ずヘルメットを着用
し、交通ルールを守って安全に走行しましょう。

○電話相談
熊本いのちの電話（24時間）
毎月10日はフリーダイヤル

☎096（353）4343
☎0120（783）556

熊本県こころの悩み電話相談 ☎（0570）030556
熊本県精神保健福祉センター ☎096（386）1166

山鹿保健所 ☎（44）4121
○ LINE 相談　ご都合の良い時に相談ください

「こころの悩み相談@熊本県」
曜日：毎週月・水・金・土曜日
時間：午後６時から10時

「こころの悩み相談@熊本連携
中枢都市圏」
曜日：毎週火・日曜日
時間：午後６時から10時

　「自殺予防週間」は、自殺や精神疾患についての正しい知識を
知り、偏見をなくしていくとともに、命の大切さや自殺の危険
を示すサインについても理解を深めることを目的としています。
　この機会に皆さんも大切な命を守るために何ができるか、自
殺予防について考えてみましょう。

９月 10日㈫〜 16日㈷は「自殺予防週間」です 問健康増進課　☎(43)0050

一人で悩まずに、お気軽に相談
ください。

★やってみよう★
〜うつ病・うつ状態のチェックリスト〜

□ 悲しく憂うつな気分が一日中続く
□ これまで好きだったことに興味がわかない
□ 食欲が減る、あるいは増す
□ 眠れない、あるいは寝すぎる
□ イライラする、怒りっぽくなる
□ 疲れやすく、何もやる気になれない
□ 自分に価値がないように思える
□ 集中力がなくなる、物事が決断できない
□ 死にたい、消えてしまいたい

　これらが５つ以上、２週間以上続いている場合は、
「うつ病」の可能性が高いと考えられます。
　こころとからだの変調に気づいたら、早めに医療
機関などの専門機関に相談しましょう。
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解体前には事前調査が必要です！

空き家などの解体費用を一部補助します
山鹿市特定空家等除却促進事業補助金 問都市整備課  ☎（43）1591

　空き家などの適切な維持管理を行わずに放置すると、
管理不足が原因で瓦や外壁が落下し、通行人などに損害
を与えた場合など、建物の所有者や管理者がその責任を
問われることがあります。
　また、解体には多額の費用がかかるため、危険な空き
家などが放置されていることも多く、全国的な問題と

なっています。
　そこで本市では、危険な家屋などの解体費用の一部を
補助する制度を設けています。
　その他空家等対策の詳細は、市のホーム
ページを確認ください。

　倒壊などの事故、火災や犯罪発生の可能性がある
「特定空家等」の解体費用の一部を補助します。補助
を受けるためには事前調査が必要となりますので、
希望する人は申し込んでください。

補助の条件（下記の全てを満たすもの）
◦�市内に特定空家等または特定空家等と同等の状態
にあるもの
◦�倒壊、外装材の落下などにより、近隣住宅や道路
などに影響を及ぼす可能性があるもの
◦市税を滞納していない人
◦�特定空家等に係る一切の権利および権限について、
疑義が解決しているもの

事前調査の募集期間（令和７年度補助対象分）
　９月２日㈪〜９月30日㈪まで
補助金の額
　解体工事に要する費用の２分の１以内の額で、60
万円を上限とします。
※家具、機械などの移転や処分の費用は含みません。
※�建物の一部を解体するような工事は、補助の対象
になりません。
※�次年度の住宅政策しだいでは、補助額などが変更
になる場合があります。

申し込み方法
　山鹿市役所都市整備課、または各市民センターに
備え付けの申込書に記入の上、期間内に提出してく
ださい。申込書は市ホームページからもダウンロー
ドできます。

【臨時無料駐車場】
　９月 20 日㈮　豊前街道駐車場　　　　　　　　　　  　
　       21 日㈯　豊前街道駐車場、熊本県鹿本地域振興局、
　　　　　　　　山鹿市役所
※駐車場は台数に限りがあるため、なるべく公共交通機関

の利用や乗り合わせの上、来場ください。

初開催！台湾友好祭！

　山鹿市民と台湾の皆さんとの交流を目的として、「台湾友
好祭」を初めて開催します。台湾歌劇団公演や台湾夜市など、
台湾の文化に触れるチャンスです。なお、台湾歌劇団公演
観覧チケットは配布が終了していますが、台湾夜市は予約
不要です。ぜひお越しください。

台湾との市民文化交流イベントを開催します！
問観光課　☎ (43)1579

主催：山鹿市
協賛：台熊友好会
協力：山鹿商工会議所・鹿本農業高等学校

台湾友好祭サイト▶︎

●台湾夜市（台湾グルメやスイーツ雑貨の出店）●
　９月 20 日㈮　午後４時～８時
　　　 21 日㈯　午前 11 時～午後５時半
　会場　八千代座周辺

イベントの詳細は、右側の二次元コード
からご覧ください。
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第７回となる今回は胆
たん

道
どう

がん・膵
すい

がんの診断と治療をテーマに開催します。このがんの診療には高い専門性が求
められ、難しい病気の一つといわれています。一方、新しい知見により医療は日々進歩しており、当センターでは
検査、診断、治療が一貫して行える体制が整ってきております。
今回は当センターのがん総合的診療チームによる、胆道がん・膵がんの診断と治療について講演しますので、ぜ

ひ来場のうえ、その理解を深めていただければと思います。

第７回
市民公開講座を開催します！！ 問山鹿市民医療センター　☎ (44)2185
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プラスチックごみ問題について考えよう！
問環境課  ☎（43）7211

◇　�地球温暖化の問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
プラスチックは、燃やすと地球温暖化の原因となる温室効果ガス（CO2）が多く発生します。温暖化は猛暑や
豪雨など、地球規模の気候変動を引き起こすとされています。

◇　�資源枯渇の問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
プラスチックの原料である石油資源は有限であり、不要なプラスチックを使用することは、資源の枯渇につなが
ります。

◇　�海洋汚染の問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
世界全体で年間数百万トンを超えるプラスチックが、海洋へ流失していると推計されています。このままでは、
2050年までに海にいる魚の重量を上回るプラスチックが海に流出すると予想されています。

１. プラスチック問題の概要

本市では、国産バイオマスプラスチック「ライスレジン（廃棄される古米を原料とした植物
由来のプラスチック）」を配合した新しいごみ袋を作製しました。毎年６月の環境月間に合わせ、
「ごみ拾い」のボランティア活動に利用していただいています。
本年度は、約2500枚を配布しました。
これにより、ごみ袋を燃やした時に発生する二酸化炭素を、

今までよりも約25％削減することができました。

２. 本市の取り組み

３. 私たちにできること
◇　�ポイ捨てをしない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
外出先などでごみ箱がない場合は、自宅に持ち帰るなど適切に処分する。

◇　�ごみを適切に管理・処分する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
分別ルールを守って、決められた日に決められた場所に適切にごみを出す。

◇　�環境にやさしい製品を選ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
バイオマスプラスチックを使用した環境に配慮したプラスチック製品を購入する。

（環境配慮製品のマーク例）

また、本市を含む熊本連携中枢都市圏では、プラスチックごみの削減の啓発に取り組ん
でいます。
（熊本連携中枢都市圏は、熊本市・菊池市・宇土市・宇城市・阿蘇市・合志市・美里町・玉東町・
大津町・菊陽町・高森町・西原村・南阿蘇村・御船町・嘉島町・益城町・甲佐町・山都町・
玉名市・山鹿市で構成）
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問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第42号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が
山鹿の人権文化創造を担う草の根の人権啓発活動

　世界人権宣言起草委員の一人であるエレノア・ルーズベルトは「普遍的人権はどこから始まるのでしょう？
あまりに近く、小さく、どんな地図にも載らない場所から始まるのです。身近な場所で人権を擁護する協調的な
市民活動がなければ、より広い世界での進歩など到底期待できないのです。」と述べています。
　この言葉はまさに、人権モニターや人権サポーターの皆さんの活動と重なります。

人権モニター制度 人権サポーター制度

　年８回のふれあい人権講座で学んだ人の中から、毎
年約５人の人に人権モニターになっていただきます。
　人権についてさらに学びを深めるとともに、年に数
回人権モニター会議を開催し、山鹿市の人権に関する
施策について意見をいただいています。
　また、ふれあい人権講座の参加体験型学習の進行役
を担っていただきます。

　３年間人権モニターを務めた人に、人権サポーター
として自主的に人権に関する発信をしていただくとと
もに、さまざまな啓発活動に取り組んでいただきます。
　合い言葉は「できるときに、できることを、無理な
く」です。
　年に数回人権サポーター会議を開催し、さまざまな
人権課題や施策について意見交換を行います。

ふれあい人権講座後の意見交換
【６月 19 日鹿本市民センターにて】

現在、９人のモニターがおられ、６月には、
ふれあい人権講座（テーマ：防災と人権）後、
講演の感想などを交えて意見をいただきました。
・�この日のようにわかりやすく防災についてお話
ししていただけると取り入れやすいと思った。

・�防災のお話しの中に、たくさんの人権の視点
があり、まさに身近な人権だと思った。抵抗
なく入っていけた。

・�避難所生活はホテルではなく、みんなで作る
ものという言葉が印象に残りました。被災し
た際、立場は違っても、みんなで助け合い乗
り越えていくことが大切だと感じました。

第１回人権サポーター会議
【７月 17 日山鹿市役所にて】

現在、６人のサポーターがおられ、７月に第
１回会議を行い、今取り組んでいることや施策
に対しての意見をいただきました。
・�家族みんながごみ出し日などのルールを知る
べき。ごみ出しも人権。女性がしていること
が多く、固定的性別役割分担を感じる。
・�高齢者の人権に関心がある。年齢による衰え
方は人それぞれ。自分もこれから行く道。高
齢の人は我慢されるので、気持ちを受け止め
て少しでも役に立ちたいと思っている。
・�いろいろなことが SNSで調べれば分かる時
代。年長者に尋ねなくなり、つながりが希薄
になっている。

意見交換会の様子 サポーター会議の様子

心に灯った人権の灯りを、さらに力強く輝かせる３年
間にしましょう。

サポーターの皆さんの心に灯っている人権の灯りを、
より多くの人の心に灯しましょう。
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令和６年 10 月分から
児童手当制度が変わります〜９月１日申請開始〜

【拡充分】 現行制度 拡充後（10月分から）

支給対象児童 15歳の年度末
（中学校卒業程度まで）

18歳の年度末
（高校卒業程度まで）

所得制限
あり

・所得制限以上で特例給付（月額５千円）
・所得上限以上で支給なし

なし

第３子以降
加算額 月額１万５千円 月額３万円

第3子以降
加算カウント対象

18歳の年度末
（高校卒業程度まで）

22歳の年度末（大学卒業程度まで）
※�進学・就職を問わずお子様を養育していればカウント
対象となります

支払月 ４カ月ごとに支給（２・６・10月）
※支払月ごとに支給決定通知あり

２カ月ごとに支給（偶数月）
※初回支給は12月です
※�支給決定通知なし（経過措置で12月、令和 7年２月
は通知します）

▼制度改正（対象拡充）内容　　※○歳年度末…○歳到達後最初の３月31日のことを指します。

▼次に該当する人は申請書の提出が必要です
○�受給資格者が一定の所得以上で、児童手当（特例給付）
の対象外であった人
○�中学生以下の児童を養育しておらず、高校生年代児童
のみを養育している人
　→�現在児童手当を受給中の人は、原則申請不要です。
ただし、大学生年代を養育している場合は、その子
どもを第３子以降の加算カウント対象とするための
申請が必要です。

申請方法
○�郵送申請（７月 31日時点で制度改正の対象と思われ
る人に児童手当受給状況などに基づき、８月下旬から
順次申請書類を郵送しています。申請書類が届かない
場合でも対象である場合は手続きください。）
○オンライン申請
申請期限　10月 16日㈬必着
　　　　　　　
　　　　　　　申請に関する詳細はこちら▶

令和 6 年 11 月分から
児童扶養手当の制度が一部変更されます
⑴�第 3 子以降の児童に係る加算額を第２子と同額に引き上げます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6450 円（最大）〜 3230 円（最小）⇒ 10750 円（最大）〜 5380 円（最小）
⑵所得制限限度額が引き上げられます
扶 養
親 族
等 人
数

受給資格者本人の所得制限限度額
（配偶者、扶養義務者、孤児の養育者の所得制限額は変更ありません）

全部支給
（10月分まで）

⇒

全部支給
（11 月分から）

一部支給
（10月分まで）

⇒

一部支給
（11 月分から）

０人 49万円 69 万円 192万円 208 万円
１人 87万円 107 万円 230万円 246 万円
２人 125万円 145 万円 268万円 284 万円
３人 163万円 183 万円 306万円 322 万円
４人 201万円 221 万円 344万円 360 万円
※扶養親族等が５人以上の場合、１人につき38万円を加算した額。

　所得制限により児童扶養手当を申請していなかった人でも、今回の改正により手当を受給できる可能性があります。
10月末までに新規申請をすると、11月分から手当が支給されます。申請に必要な書類など詳しくは、ホームペー
ジをご覧いただくか、子ども課児童家庭係にお尋ねください。

問子ども課児童家庭係  ☎（43）1514

問子ども課児童家庭係  ☎（43）1514

生
活
情
報
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050

「健幸なまち山鹿」を目指して健幸都市宣言を行いました。
※健幸とは…健やかで幸せに暮らすこと。
このページでは健幸に関する情報をお届けします！

生
活
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【新型コロナワクチン定期接種については広報やまが 10 月号でお知らせします】

ゲートキーパー養成講座　～悩んでいる人に一緒に寄り添い、気づくために～

国保加入の 19 ～ 39 歳必見！「若年健診」を受けましょう！

　「若年健診」の対象者は、健康診査を受ける機会の少ない 19歳から 39歳までの国民健康保険被保険者です。本
市の令和5年度若年健診受診率は13.4％と低い状況で、受診者のうち約3割の人が、健康に注意が必要という結果
でした。
　食生活環境の変化により、10年前と比較して、40歳未満の肥満やメタボリックシンドロームの人が増えています。
それに伴い、高血圧や糖尿病などを発症する人も増えましたが、初期のうちは自覚症状がないため気づかないことが
多いです。その状態が長く続くと心臓病や脳卒中など大きな病気のリスクが何倍にも増加します。そのため、若い時
から健診を受け、体の状況や変化に気づき、生活習慣を見直すことが大切です。本市でも健診や保健師・栄養士など
によるサポートを受け、多くの人が生活改善に取り組んでいます。皆さんも「若年健診」を受診して、健康を振り返
るきっかけ作りをしてみませんか。

〜あなたは大丈夫？　若い人も注意が必要です〜

対 象 者 19歳から 39歳までの国民健康保険被保険者
受診期間 令和７年３月31日㈪まで
受診方法 健診受託医療機関に予約して受診
受診費用 千円
持 参 品 保険証、受診費用、受診券（５月に郵送済み）

▲�健診内容はこちら
から確認できます

　年１回に限り、通常 9千円程度かかる健診を、千円で受診することができます。健診では、身体計測・採血・尿
検査などを行います。また、必要な人は保健師や栄養士などによる健康支援（電話や訪問など）を無料で受けること
ができます。
※ �40歳から 74歳の国保加入者を対象にメタボリックシンドロームの早期発見に重点をおいた特定健診・特定保健
指導も行っています。詳しくは上記二次元コードを参照ください。

　下記の人は、本年度に限り若年健診または特定健
診を無料で受診できます（国保加入者のみ）。健診
を受けて自分の体の状態を確認しましょう。
・昭和63年 4月 2日〜平成元年4月 1日生まれ
・昭和58年 4月 2日〜昭和 59年 4月 1日生まれ
・昭和53年 4月 2日〜昭和 54年 4月 1日生まれ
・昭和48年 4月 2日〜昭和 49年 4月 1日生まれ
・�令和５年度転入者（転入時から継続して国保加入
している人）

　本年度、特定健診などの受診者を対象に
健診結果説明会を実施します。
●日　　時　�９月５日㈭、10月 21日㈪
　　　　　　いずれも午後２時〜３時半
●会　　場　鹿本市民センターひだまり2階　大会議室
●内　　容　�管理栄養士による講話「生活習慣病予防のた

めの食事と運動」
●申し込み　�二次元コード、または健康増進課に電話で申

し込みください。

　現在、ストレスを抱える人は増加傾向にあり、心の不調による休職や離職、自死も増加しています。
　ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて必要な支援につなげ見守る人であり、誰もが
ゲートキーパーになれます。悩んでいる人は、話を聞いてもらうだけでも少し気持ちが軽くなるといわれています。
●日　　時　９月30日㈪　午後１時半〜３時（午後１時から受け付け）
●会　　場　鹿本市民センターひだまり２階　大会議室
●講　　師　山鹿中央病院　上野知

とも

子
こ

精神保健福祉士
●内　　容　ゲートキーパーの役割について　〜声かけ・気づき・傾聴・つなぎ・見守り〜
●参 加 費　無料
●申し込み　二次元コード、または健康増進課に電話で申し込みください。　※9月 13日㈮締め切り

特定健診など無料受診対象者 特定健診など結果説明会

▲�申し込み

▲�申し込み

〜対象者は年
・

1
・

回
・

限
・

り
・

健診の費用補助が受けられます〜
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〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健幸手帳〜

９月の休日在宅当番医および当番薬局

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会 ☎（44）2086〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

１日㈰ 東内科小児科医院 / 幸村医院 江上薬局大橋通 / かおうまち薬局
８日㈰ さがわ医院 / 井上産婦人科医院 鹿校通薬局

15 日㈰ 武内医院 / 佐藤泌尿器科クリニック 海浜総合薬局山鹿店
16 日㈷ 大坪内科呼吸器科医院 / 中村眼科 まつ薬局
22 日㈷ 坂本医院 / 後藤整形外科医院 エース薬局
23 日㉁ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局 / まつ薬局
29 日㈰ うちだ内科医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 えいせい堂薬局 / 江上薬局グリーン・ファーマシイ

問熊本県赤十字血液センター　☎ 096(384)6725

●献 血 日 ９月14日㈯
●場　　所　トライアル山鹿店
●受付時間　午前10時〜 11時 45分、午後１時〜３時半 けんけつちゃん

※中止または延期する
　場合があります

献血にご協力ください！
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問第79回熊本県民体育祭天草大会実行委員会事務局（五和農業情報センター内）　☎ 0969(32)9000

第 79 回熊本県民体育祭　天草大会

【採点競技】

【公開競技】

14日㈯・15日㈰開催 21日㈯・22日㈷開催

※�ソフトボール 女子、バレーボール 女子、相撲、アーチェリー、クレー射撃、ゲートボール 男女 は、山鹿市から
の参加はありません。

競技名 会場名

軟式野球

上天草市大矢野総合スポーツ公園グラウンド
（14日のみ）
上天草市松島総合運動公園野球場
天草市広瀬公園野球場
天草市河浦総合運動場（14日のみ）

ソフトボール 男 苓北町農村運動広場（14日のみ）
天草市五和グラウンド

女 天草市有明中学校グラウンド
ソフトテニス 上天草市松島総合運動公園テニスコート

バドミントン 男 熊本県立総合体育館女

バレーボール
男 天草市牛深総合体育館　大アリーナ
天草市牛深高等学校体育館（14日のみ）

女
上天草市大矢野総合体育館
上天草市松島総合センター「アロマ」
（14日のみ）

ハンドボール 男 天草市天草工業高等学校体育館
天草市稜南中学校体育館（14日のみ）

柔道 天草市民センター体育館（15日のみ）
剣道 天草市民センター体育館（14日のみ）

相撲 天草市栖本総合グラウンド相撲場
（15日のみ）

空手道 天草市本渡東中学校体育館（15日のみ）
アーチェリー 天草市下浦運動広場
クレー射撃 益城町熊本総合射撃場
馬術 菊池市熊本県立菊池農業高等学校

ゲートボール 男 天草市あましんスタジアム（14日のみ）女
グラウンドゴルフ 天草市大矢崎緑地公園多目的広場

（14日のみ）

競技名 会場名
陸上競技 男 天草市あましんスタジアム女

水泳 男 熊本市総合屋内プールアクアドーム女
テニス 上天草市松島総合運動公園テニスコート
卓球 天草市天草市民センター体育館

バスケット
ボール

男
上天草市松島総合センター「アロマ」
（21日のみ）
上天草市松島中学校（21日のみ）
上天草市大矢野総合体育館（22日のみ）

女 上天草市大矢野総合体育館
上天草市大矢野中学校（21日のみ）

サッカー
苓北町坂瀬川地区総合グラウンド
（21日のみ）
苓北町麟泉運動公園

弓道 熊本市南部総合スポーツセンター
ボウリング 天草市天草ボウリングセンター

競技名 会場名

ハンドボール 女
天草市本渡中学校体育館（14日のみ）
天草市天草工業高等学校体育館
（15日のみ）

銃剣道 天草市五和体育館（15日のみ）

14日㈯・15日㈰開催

会場名

9 月 14日㈯、15 日㈰、21日㈯、22日㈷の 4日間にわたり、天草市で「 海風に 競え つながれ 天草県体 」のスロー
ガンの下、熊本県民体育祭が開催されます。山鹿市からは 20競技に計 287人の選手が出場します。市民の皆さま
の声援をよろしくお願いします。なお、県民体育祭の選手団結団式を 9 月 10 日 ㈫ 午後 7 時から山鹿市民交流セ
ンターで行います。
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◦体育館
　　１日㊐　８：00 〜
　　　熊本県高校学年別剣道大会
　　７日㊏　13：00 〜
　　　日本ハンドボールリーグ（熊本ビューストピンディー

ズ vs 香川銀行シラソル香川）
　　14 日㊏・15 日㊐　9：00 〜
　　　第５回山鹿 YEG 杯ハンドボール大会
　　22 日㊗・23 日㊡　９：00 〜
　　　熊本カップハンドボール 2024
　　28 日㊏　14：30 〜
　　　日本ハンドボールリーグ（熊本ビューストピンディー

ズ vs 大阪ラヴィッツ）
　　29 日㊐　９：00 〜
　　　うちわカップハンドボール大会

◦市民球場
　　１日㊐　９：00 〜
　　　大学軟式野球大会
　　５日㊍・６日㊎・９日㊊・12 日㊍・13 日㊎・20 日㊎・
　　21 日㊏　９：00 〜
　　　第 112 回九州地区大学野球選手権南部ブロック熊本

地区予選
　　７日㊏・８日㊐　８：00 〜
　　　第 26 回日本少年野球火の国大会
　　14 日㊏・15 日㊐　14：00 〜
　　　九州アジアリーグ公式戦（火の国サラマンダーズ vs

福岡ソフトバンク）
　　22 日㊗・23 日㊡・28 日㊏・29 日㊐　9：00 〜
　　　第 24 回南九州地区大学準硬式野球秋季大会

◦多目的グラウンド
　　１日㊐　９：00 〜
　　　大学軟式野球大会
　　7 日㊏・8 日㊐　９：00 〜
　　14 日㊏・15 日㊐　8：00 〜
　　　第 26 回日本少年野球火の国大会
　　18 日㊌　８：00 〜
　　　年金者連盟 GG 大会
　　19 日㊍・20 日㊎　8：00 〜
　　　山鹿市老人クラブ連合会 GG 大会
　　21 日㊏・22 日㊗　8：00 〜
　　　第 50 回全九州クラブ・実業団ラグビー大会九州学

生リーグ
　　28 日㊏・29 日㊐　9：00 〜
　　　第 103 回全国高校サッカー選手権大会熊本県大会
　　28 日㊏・29 日㊐　9：00 〜
　　　第 40 回ボーイズリーグ九州大会　熊本支部予選（硬

式野球）

◦テニスコート
　　７日㊏　8：00 〜
　　　菊池鹿本阿蘇地区高校新人ソフトテニス大会

問カルチャースポーツセンター　☎(43)0090

カルチャースポーツセンター　イベント情報（９月）
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（公社）熊本県浄化槽協会・山鹿支部からのお知らせ
浄化槽は、適正な施工に加えて定期的な点検、清掃、法定検査が必要です。
県・山鹿市および当協会では、単独浄化槽から合併浄化槽への転換の推進に
取り組んでおり、さらに協会独自で１件で５万円の助成制度があります。
令和６年度は①予算範囲で先着順、②浄化槽施工業者による施工が必要です。

公益社団法人熊本県浄化槽協会　
上益城郡嘉島町上仲間227-8　☎096-284-3355詳しくはコチラ■■■▶

○
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回
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と
勧
誘

す
る
『
保
険
金
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
』

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
、
電
力

や
ガ
ス
の
『
契
約
切
り
替
え
』

○
『
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル
』
契
約
内

容
や
操
作
を
確
認

○
健
康
食
品
や
化
粧
品
、
医
療
品
な

ど
の
『
定
期
購
入
』

○
パ
ソ
コ
ン
に
警
告
表
示
『
サ
ポ
ー

ト
詐
欺
』

○
『
架
空
請
求
、
偽
メ
ー
ル
や
偽
Ｓ

Ｍ
Ｓ
』

○
在
宅
時
の
突
然
の
『
訪
問
勧
誘
や

電
話
勧
誘
』

○
不
安
を
あ
お
る
、
同
情
や
好
意
に

『
つ
け
こ
む
勧
誘
』

○
偽
サ
イ
ト
な
ど
に
注
意
『
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
』

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
は
家

族
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
員
か

ら
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
身
近
な
人
が
ト
ラ
ブ
ル
に
気

付
い
た
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
と
そ
の
ま
わ
り
の
人

に
特
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
10
選

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）０
１
８
８ ▲�出典　独立行政法人国民生活センター

資
源
ご
み
処
理
施
設
「
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
」（
熊
本
市
北
区
植
木
町
）

で
使
用
し
て
い
た
重
機
・
車
両
を
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

①
２
ト
ン
ダ
ン
プ

１
台（
車
検
切
れ
）

②
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

２
台

③
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー

１
台

重
機
・
車
両
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

県
で
は
、
９
月
を
熊
本
県
動
物
愛

護
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト

を
正
し
く
愛
情
を
持
っ
て
飼
育
で
き

て
い
る
か
な
ど
、
動
物
に
対
す
る
向

き
合
い
方
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン

ズ
熊
本
お
よ
び
県
内
各
保
健
所
で
は

９
月
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
各
保
健
所
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本

☎
０
９
６
４（
27
）８
１
１
５

山
鹿
保
健
所

☎（
44
）４
１
２
１

今
月
の
市
税
・
保
険
料
な
ど
の
納
期
限

①
国
民
健
康
保
険
税
　
　（
第
４
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
３
期
）

◦
納
期
限

９
月
30
日
㈪

納
付
場
所

◦
山
鹿
市
役
所
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど

※
納
付
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

納
付
書
裏
面
を
参
照
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
な
ど
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
を
活

用
し
て
、
納
税
に
関
す
る
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
い
ま
す
。

【
メ
ー
ル
の
通
知
番
号
】

０
７
０（
１
８
３
８
）６
１
４
９

問
税
務
課
収
納
係
①☎（

43
）１
１
４
４

国
保
年
金
課
②
☎（
43
）１
５
７
６

お
知
ら
せ

※
約
２
年
半
使
用
し
て
い
な
い
た

め
、
基
本
性
能
に
つ
い
て
は
保
証

し
ま
せ
ん
。

◦
入
札
参
加
申
し
込
み
期
間

９
月
５
日
㈭
〜
10
月
３
日
㈭

※
詳
し
く
は
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
同
組
合
総
務
課

（
富
田
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合

☎（
43
）１
１
９
５

▲�山鹿植木広域
行政事務組合

「
〇
〇
ペ
イ
で
返
金
し
ま
す
」

に
注
意
！

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
商
品
を

購
入
し
た
消
費
者
が
、
販
売
業
者
か

ら
「
〇
〇
ペ
イ
（
決
済
ア
プ
リ
）
を

使
っ
て
返
金
す
る
」
と
言
わ
れ
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
返
金
手
続
き
を
誘

導
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、「
返
金
」

し
て
も
ら
う
は
ず
が
、
い
つ
の
間
に

か
「
送
金
」
し
て
し
ま
っ
て
い
た
、

と
い
う
新
手
の
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）０
１
８
８

問
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９
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国
税
庁

チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト（
ふ
た
ば
）

に
質
問
す
る

国
税
庁

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
（
よ
く

あ
る
税
の
質
問
）
を
利
用
す
る

※
税
務
署
で
面
接
に
よ
る
相
談
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。

問
山
鹿
税
務
署

☎（
44
）２
１
８
１

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択

国
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
く
だ

さ
い
。

国
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談

は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

解
決
！

▲チャット
　ボット

▲タックス
　アンサー

農
産
物
を
生
産
・
出
荷
さ
れ
る
人

が
使
用
し
た
農
薬
空
容
器
は
、
産
業

廃
棄
物
で
あ
り
、
野
焼
き
や
不
法
投

棄
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
空
容
器
の
処
分
に
つ
い
て

は
、
排
出
者
で
あ
る
農
業
者
自
ら
が

適
切
に
処
理
す
る
か
、
専
門
の
廃
棄

物
処
理
業
者
に
処
分
を
委
託
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
薬
空
容
器
の
処
分
に

あ
た
っ
て
は
、
容
器
内
に
残
っ
た
農

薬
も
適
切
に
処
分
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
購
入
店
ま
た
は

農
薬
の
空
容
器
は
適
正
に
処

理
し
ま
し
ょ
う

結
核
は
、
結
核
菌
を
吸
い
込
む
こ

と
で
感
染
す
る
病
気
で
す
。
今
で
も

全
国
で
毎
年
１
万
人
以
上
の
新
し
い

患
者
が
発
生
し
、
１
６
０
０
人
以
上

が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

◦
結
核
の
症
状

結
核
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
と
よ

く
似
て
い
ま
す
。
た
ん
の
か
ら
む
咳

や
、
微
熱
・
体
の
だ
る
さ
が
２
週
間

以
上
続
い
て
い
る
場
合
は
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◦
早
期
発
見
・
早
期
治
療

結
核
は
、
き
ち
ん
と
治
療
す
れ
ば

治
せ
る
病
気
で
す
。
高
齢
者
の
場
合

は
症
状
が
で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

問
山
鹿
保
健
所

☎（
44
）４
１
２
１

「
結
核
は
昔
の
病
気
」
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

募

集

市
内
の
観
光
事
業
者
を
対
象

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

本
市
で
は
、
市
内
の
観
光
事
業
者

を
対
象
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
に
向
け
た
課
題
解
決
の
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。

海
外
の
お
客
様
が
入
り
や
す
い
お
店

に
す
る
方
法
や
、
メ
ニ
ュ
ー
表
作
成

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
親
切
丁
寧
な
個
別
指
導
で

す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者

山
鹿
市
内
に
事
業
所
ま

た
は
店
舗
が
あ
る
観
光
事
業
者

（
宿
泊
施
設
、飲
食
店
、土
産
物
店
、

観
光
施
設
な
ど
）

◦
募
集
事
業
者
数

10
事
業
者
程
度

◦
募
集
期
間

９
月
20
日
㈮
ま
で

◦
申
し
込
み

左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦
派
遣
概
要

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
株
式
会
社
ス
パ
ー
ク
リ
ン
ガ
ル

（
山
鹿
１
５
６
２
―１
）

派
遣
回
数

　
　
１
事
業
者
あ
た
り
２
回
ま
で

派
遣
期
限

　
　
令
和
７
年
１
月
末
ま
で

問
観
光
課
　
　
　
☎（
43
）１
５
７
９

▲申し込み

熊
本
県
農
業
技
術
課
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

山
鹿
市
居
住
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん

に
、「
樹
木
の
性
質
」
や
「
整
技
方
法
」

に
つ
い
て
、
知
識
と
技
能
を
学
ぶ
講

習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料

で
す
。

◦
日
時

10
月
１
日
㈫
〜
２
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
各
日
）

◦
会
場

山
鹿
隣
保
館

中
会
議
室

◦
対
象

60
歳
以
上
の
健
康
な
人

◦
定
員

10
人

◦
申
し
込
み

申
込
書
（
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
限

９
月
19
日
㈭

問
公
益
社
団
法
人

熊
本
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
〒
８
６
０
︲
０
８
４
２

熊
本
市

中
央
区
南
千
反
畑
町
３
番
７
号
）

☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

　
　

０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
２

樹
木
剪
定
講
習
を
開
催

案　内　版 Information
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熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
で
す
。
受
講
料
は
無
料

で
す
が
、教
科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦
訓
練
内
容

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
か
ら
実
践
的
な
パ
ソ
コ
ン
技

能
を
習
得
し
、
就
職
に
有
利
な
パ

ソ
コ
ン
資
格
取
得
ま
で
を
目
指
す

訓
練
で
す
。

◦
定
員

８
人

◦
募
集
期
限

９
月
30
日
㈪

◦
訓
練
期
間

11
月
１
日
㈮
〜
令
和

７
年
１
月
31
日
㈮

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓

練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
、早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が

必
要
で
す
。

◦
場
所

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

◦
訓
練
科
目

機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
科
、
福
祉
住
環
境

サ
ー
ビ
ス
科

※
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用

保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦
募
集
期
間
９
月
２
日
㈪
〜
26
日
㈭

職
業
訓
練
生
募
集

◦
テ
キ
ス
ト
代

税
込
み
約
７
７
０
０
円

◦
訓
練
場
所

特
定
非
営
利
活
動
法

人
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も

と
（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁

目
51
︲
３
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

困
難
を
有
す
る
子
ど
も
や
若

者
に
よ
り
そ
い
ま
し
ょ
う

 In
阿
蘇

困
難
を
有
す
る
子
ど
も
や
若
者
の

保
護
者
、
支
援
者
を
対
象
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は

無
料
で
す
が
先
着
順
で
す
。

◦
日
時

９
月
８
日
㈰

午
後
１
時

〜
３
時
半
（
午
後
０
時
半
か
ら
受

け
付
け
）

◦
会
場

阿
蘇
市
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー(

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地

２
３
１
８
番
地
１)

◦
内
容

【
第
一
部
】

　
　
午
後
１
時
10
分
〜
２
時
40
分

　
　
講
演
「
貧
困
、
い
じ
め
、
不

登
校
な
ど
子
ど
も
・
若

者
の
現
状
を
知
り
、
何

が
で
き
る
か
を
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
」

　
　
講
師

熊
本
大
学
白
石
陽よ

う

一い
ち

非

常
勤
講
師

【
第
二
部
】

　
　
午
後
２
時
50
分
〜
３
時
半

　
　
各
機
関
と
の
交
流
会
　
　

◦
主
催

熊
本
県
と
熊
本
県
子
ど

も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

◦
対
象

保
護
者
お
よ
び
支
援
者

※
会
場
で
の
参
加
か
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

〜C

こ

こ

ん

O
C
O
N

〜

☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

　
　
　（
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時

半
〜
午
後
９
時
）

　
　
　kow

aka-cocon@
w
ind.

ocn.ne.jp

▲�申し込み

◦
訓
練
期
間

11
月
１
日
㈮
〜
令
和

７
年
４
月
28
日
㈪

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池（
訓
練
担
当
）

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

相

談

「
苺
の
会
」
開
催
の
ご
案
内

ス
ト
ー
マ
を
造
設
さ
れ
た
患
者
と

家
族
を
対
象
に
、
意
見
交
換
の
場
を

設
け
ま
す
。
当
院
以
外
で
手
術
し
た

人
も
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時

10
月
16
日
㈬

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

◦
場
所

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

◦
テ
ー
マ
「
ス
ト
ー
マ
ト
ラ
ブ
ル

予
防
に
つ
い
て
」

※
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、
問
診
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
外
科
外

来
（
ス
キ
ン
ケ
ア
委
員
部
会
）

　
　
　
　
　
　
　
☎（
44
）２
１
８
５

お
知
ら
せ
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さ
く
ら
湯
９
月
休
館
日

９
月
18
日
㈬

催

し

敬
老
の
日
恒
例
企
画

「
お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん

あ
り
が
と
う
！

湯
」

◦
日
時

９
月
16
日
㈷

午
前
６
時

〜
翌
午
前
０
時

（
午
後
11
時
半
受
け
付
け
終
了
）

◦
内
容

75
歳
以
上
の
入
浴
の
人

に
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
粗
品

を
進
呈
し
ま
す
。

※
当
日
の
入
浴
料
は
通
常
通
り

問
さ
く
ら
湯
　
　
☎（
43
）３
３
２
６

お
知
ら
せ

熊
本D

デ

ン

キ

カ

ン

enkikan

で
の
先
行
上
映

で
、
観
客
動
員
数
５
千
人
を
突
破
。

大
ヒ
ッ
ト
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
記
録
し
、

現
在
全
国
順
次
公
開
中
の
山
鹿
オ
ー

ル
ロ
ケ
映
画
「
骨
な
し
灯
籠
」。
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
に
お
応
え
し
て
、

山
鹿
特
別
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
上
映
日
時

９
月
７
日
㈯
、
８
日
㈰
、
９
日
㈪

各
日
と
も
に
３
回
上
映
（
午
前
10

時
〜
、
午
後
２
時
〜
、
午
後
６
時
半

〜
）
本
編
１
０
８
分

上
映
後
、
木
庭
撫な

で
し
こ子
監
督
の
舞
台
挨

拶
と
サ
イ
ン
会
（
映
画
特
製
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
購
入
者
対
象
）
を
行
い
ま
す
。

◦
場
所

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

※
車
で
お
越
し
の
人
は
、
９
日
㈪
の

み
、
豊
前
街
道
駐
車
場
に
停
め
て

く
だ
さ
い
。

◦
料
金

大
人
１
５
０
０
円
、中
学
・

高
校
生
千
円
、
小
学
生
５
０
０
円

映
画
「
骨
な
し
灯
籠
」

山
鹿
特
別
上
映
会
を
開
催

◦
事
前
予
約
不
要

問
熊
本
や
ま
が
映
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
☎（
41
）５
５
６
６

▲�映画公式
サイト

山
鹿
市
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

第
17
回
大
会

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

応
援
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◦
日
時

10
月
５
日
㈯

午
前
９
時

◦
場
所

山
鹿
市
総
合
体
育
館

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
２

石
原
良よ

し

純ず
み

さ
ん
が
環
境
に
つ

い
て
語
る
！

無
料
講
演
会

熊
本
県
環
境
保
全
協
議
会
の
設
立

30
周
年
を
記
念
し
、
俳
優
で
気
象
予

報
士
の
石
原
良
純
さ
ん
に
環
境
に
ま

つ
わ
る
話
題
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
！

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
日
時

11
月
19
日
㈫

記
念
式
典

午
後
１
時
半
〜
２
時

15
分

講
演
会

午
後
２
時
半
〜
４
時

◦
場
所

熊
本
城
ホ
ー
ル

２
階

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

◦
申
し
込
み

９
月
15
日
㈰
か
ら
応

敬
老
表
彰
式
典
を
開
催

◦
日
時

９
月
14
日
㈯

　
　
　
　
受
け
付
け

午
前
９
時
〜

　
　
　
　
開
式
　
　
　
午
前
10
時

◦
場
所

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦
表
彰
対
象
者

米
寿
（
88
歳
到
達

者
）、
金
婚
夫
婦

※
出
席
す
る
人
は
、
事
前
に
送
付
し

た
案
内
通
知
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
支
援
課

☎（
43
）１
１
８
０

山
鹿
市
難
病
友
の
会
「
き
ず
な
の

会
」
で
は
、
絵
画
や
写
真
、
手
芸
作

品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。
皆
さ
ん

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時

10
月
25
日
㈮
〜
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半
（
最
終

日
は
午
後
３
時
終
了
）

◦
場
所

天て
ん

聽ち
ょ
うの
蔵

※
最
終
日
に
は
、
一
ノ
瀬
た
け
し
さ

ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開
催
。

問
き
ず
な
の
会
事
務
局（
山
鹿
保
健
所
）

　
　
　
　
　
　
　
☎（
44
）４
１
２
１

募
開
始
（
先
着
順
）

問
熊
本
県
環
境
保
全
協
議
会

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
７
７ ▲熊本県

き
ず
な
の
会
と
そ
の
仲
間
た
ち

第
14
回
作
品
発
表
会

山
鹿
特
別
上
映
会
を
開
催

山
鹿
特
別
上
映
会
を
開
催
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定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
午前 10時〜正午

※司法書士相談、法律相談の利用
は、１人に付き年３回までです。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　９月２日㈪
②司法書士相談（登記関係）
９月 9日㈪　※要予約
③法律相談　９月 30日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎(32)2696
○一般相談　９月 5日㈭

【菊鹿健康福祉センター】☎(48)5060
○一般相談　９月４日㈬

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
①一般相談　９月 3日㈫
②法律相談　９月 24日㈫　※要予約

【鹿央地域福祉センター】☎(36)3811
①一般相談　９月６日㈮
②司法書士相談（成年後見・多重債務・
　登記関係）９月 20日㈮　※要予約

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134 ◦日時　９月 10日㈫
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所２階会議室
※予約をした人が優先となります
問企業誘致課　☎ (41)5643

◦日時 月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
☎ (43)1077

【フルタイム】　（月額）
①准看護師　20万円
②事務　16万 2千円〜
③介護職員　17万 100 円〜
④調理員　16万 1800 円〜
⑤機械警備サービススタッフ　
　20万 6千円
⑥大型トラック運転手　23万 8千円
⑦裁断、梱包　18万円〜
⑧自動車整備士　18万円〜
【パートタイム】　（時間額）
①歯科衛生士　1100 円〜
②保育士　千円〜
③家庭教師　1500 円〜
④家具の販売、接客　千円
⑤物産館販売員　900 円
⑥生活支援員または職業指導員
　975 円
⑦プラスチック製品成形加工業務
　965 円〜
⑧風呂の清掃　900 円〜
※すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。10月の予約を９月２
日㈪の午前８時半から受け付けます。
【10月相談日】※要予約☎ (43)1576
９日㈬、16 日㈬、23 日㈬、30 日㈬
・時間　午前 10時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求は
ネット予約もできます。
（右の二次元コードを読み
取ってください）

問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　９月 12日㈭　　　　　　
午後１時半〜４時半

・場所　鹿北市民センター相談室
※予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。

問鹿北市民センター ☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

社会保険労務士労働相談

専門の相談員が対応します。
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　９月４日㈬、11日㈬、
　　　　18日㈬、25日㈬
　　　　午前９時〜 11時

【鹿北市民センター】
◦日時　９月 17日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　９月３日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　９月 24日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　９月 10日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。

至 福岡

至 熊本

至 玉名 至 菊池

至 南関

●警察署

●山鹿バス
センター

老人福祉
●センター

●市役所
●八千代座

山鹿中央
病院
●

●温泉プラザ

国
道
３
号

県道200号

国道325号

鹿本総合庁舎
　●

国道443号

お
知
ら
せ
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７ 問市民課　☎(43)1169

うぶごえ

お く や み

およろこび

山　鹿
　山　鹿

▲
河邉　聡美さん(58)　宮本　逸則さん(77)

　　　　　中村　桂子さん(89)　中嶋　紘之さん(81)
　　　　　梅田　昭子さん(97)　一ノ瀬建志さん(85)
　　　　　森川　幸惠さん(96)　森　　國利さん(94)
　　　　　河原　信夫さん(92)　中川　龍雄さん(65)

米　田

▲

有働　ムツさん(91)　中嶋ミマルさん(100)
　　　　　早田　　郁さん (91)

川　辺

▲

瀬口　榮子さん(101)　三浦　　憬さん(82)
　八　幡

▲

森田　繁之さん(69)　伊藤　　毅さん(46)
　　　　　濱口　清己さん (90)
　平小城

▲

松永ヱツ子さん(87)　髙山　泰一さん(90)
三　岳

▲

古家千年世さん(80)　森　　辰生さん(83)
　三　玉

▲

池田美喜代さん(81)　山代練太郎さん(81)
大　道

▲

稲葉　和子さん(92)　坂本ミヨシさん(93)
　　　　　福山ミツコさん(91)　前川　キヲさん(104)
　　　　　前川　サエさん(91)　木下　泰利さん(75)
　　　　　船津　康平さん (38)
鹿　北

岳　間

▲

西田　和孝さん(91)　松本　和朗さん(88)
　岩　野

▲

村木文左右さん(87)　稲葉　忠臣さん(82)
　　　　　石貫　酉夫さん(91)　古家タズ子さん(99)
　広　見

▲

稲葉サチ子さん(98)　草野　蔦枝さん(91)

菊　鹿
内　田

▲

家入　　俊さん(93)　木庭　澄子さん(93)
　　　　　児玉　玲子さん(92)　松本　英亮さん(88)
　六　郷

▲

前田　一治さん(83)　吉里ヨウ子さん(84)
　　　　　德丸　英子さん(97)　山田ノブ子さん(94)
　　　　　山田　　泰さん(97)　葊石　康博さん(82)
　城　北

▲

森田　正子さん(77)　黒田　礼子さん(89)
　　　　　菊堂　晃耀さん(84)　赤星　秀　さん(98)
　　　　　坂本　隆德さん(96)　渡辺　敏晴さん(77)
　　　　　古閑　晋一さん (89)　
鹿　本
　来　民

▲

前田　邦香さん(90)　財木　幸助さん(90)
　　　　　大島由紀子さん (90)　

稲　田

▲

萩尾ユキコさん(99)　津留アキ子さん(91)
　　　　　冨田　成子さん (79)　

中　富

▲

小材　敎子さん (98)　
鹿　央
　千　田

▲

後藤サツ子さん(87)　木本　孝義さん(98)
山　内

▲

前田　義博さん(79)　村井　良子さん(74)

山　鹿
山　鹿

▲

田上　蓮
れん

斗
と

さん　前田　旺
おう

輝
き

さん
　　　　　丸山　廉

れん

斗
と

さん　大野　夏
か

鈴
りん

さん
　　　　　古川　　凛

りん

さん
米　田

▲

竹下　瑛
えい

心
しん

さん
八　幡

▲

飯川　 桜さん　杉坂　琉
る い と

翔さん
平小城

▲

本田　陽
は

琉
る

さん　丸埜　楠
な

侑
ゆ

さん
　　　　　中村　遙

はる

斗
と

さん　吉里　海
う る か

華さん
三　岳

▲

生野　友
とも

絆
き

さん
三　玉

▲

松本　惟
ゆい

叶
か

さん
大　道

▲

富田　朝
あさ

陽
ひ

さん　古賀　心
み

琴
こと

さん
　　　　　岩根紅

く

葵
あ

良
ら

さん

山　鹿
山　鹿

▲

池田　隆行さん♥坂井　志帆さん
　　　　　河原　弘征さん♥杉原　妃咲さん

三　岳

▲

池田　力也さん♥山下　美紅さん
三　玉

▲

永森　竣也さん♥島田　彩音さん
大　道

▲

梶山　一樹さん♥江藤　実芳さん
　　　　　小笠原拓矢さん♥阪梨　桃花さん

鹿　北
岩　野

▲

内藤冴
さ

輝
き

斗
と

さん　
菊　鹿
　六　郷

▲

尾﨑陽
ひ

乃
の

花
か

さん　小松　　杏
あん

さん
鹿　本

来　民

▲

別當明
あ す か

日香さん　
鹿　央

米野岳

▲

有働　天
あま

音
ね

さん

菊　鹿
内　田

▲

栗原　　一さん♥益﨑　寿恵さん
六　郷

▲

中満　陵星さん♥中村　愛華さん

稲葉サチ子さん(98)　草野　蔦枝さん(91)
※７月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

りゅうき



山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園・小中学校
・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

　菊鹿小中学校の教育目標は「ふるさとを愛し、夢の
実現に向けて　挑戦し続ける児童生徒の育成」、菊鹿
小スローガンは「伝え合い　学び合い　菊鹿愛」です。
菊鹿小学校では、人と人、人と地域のつながりを大切
にした学びを通して、子どもたちの菊鹿を愛する心を
育て、確かな学力などの生きる力を育んでいます。
　本年度も、地域の皆さんの協力を得て、全学年で「ふ
れあい教室（地域の皆さんと交流して学ぶ取り組み）」
を行いました。１年生「昔遊び」、２年生「風車づくり」、
３年生「押し花作品づくり」、４年生「竹箸づくり」、

５年生「グラウ
ンドゴルフ」、６
年生「郷土料理
づくり」、総勢
50 人の地域の
皆さんが、ＧＴ
（ゲストティー
チャー）として
子どもたちにさ
まざまな価値あ
る体験をさせて

くださり、子ど
もたちの笑顔が
輝きました。【写
真①】
　また、５月に
は、校区に歴史
公園鞠

きく

智
ち

城
じょう

があ
るというご縁で、
国立文化財機構
奈良文化財研究

所から、歴史を学ぶ６年生に「かりうち」の体験をさ
せていただきました。【写真②】
　「かりうち」とは、奈良時代に遊ばれていた古代ボー
ドゲームです。日本初の体験活動ということで、子ど
もたちは始める前から興味津々でした。今まで全く知
らなかった「かりうち」が想像以上に楽しかった様子
で、その後も「かりうち」を休み時間にみんなで楽し
む姿がありました。
　これからも菊鹿小は、児童を中心に据え、愛する地
域とともに歩んでいきます。

菊鹿小学校　☎ (48)2016

菊鹿小学校データ　内古閑見
け ん

至
じ

校長　全校児童　200 人

〜伝え合い　学び合い　菊鹿愛〜

子ども夏まつりネット社会の中での自然とのふれあい
　　　　　　　かもと乳児保育園 ☎ (46)3439

　先日、息子にとって最後の保育参観がありました。
保護者がいることで緊張している様子でしたが、七

夕のお願い事を一生
懸命書いていまし
た。何を書いたのか
なとのぞいてみる
と、大好きな虫のこ
と。ゲームのことを
書くのかなと思って
いたので少し意外で
した。

当園は遊具などがなく、虫探しや泥んこ遊びなど、自
然に触れることが多く「今日はお友達とバッタを捕ま
えたよ！」「泥山に水を流
して遊んだよ！」と笑顔で
話してくれます。今回子ど
ものお願い事をみて、自然
や生き物の大切さをしっか
りと学んでいることを知る
ことができ、本当に乳児園
で良かったと思いました。
残り少ない保育園生活です
が、たくさんの自然に触れ
今しかできないことを体験
してほしいと思います。　　保護者会会長　直井政

ま さ

美
み

　７月 20 日に夏まつりが開
催され、ボウリングや迷路、
くじ引きにかき氷、花火観
賞など先生たちが準備され
たさまざまな遊びに、浴衣
姿の子どもたちの歓声が絶

えません
でした。また、お昼ご飯にはおい
しいカレーが用意され、子どもた
ちは満足そうな表情でおかわりを
していました。子どもたちにとっ
て、この夏まつりは素晴らしい思い
出になったと思います。それは私た
ち保護者にとっても大変うれしい
ことでした。そしてそれは、すべて

先生たちの準備のおか
げであり、改めて子ども
たちの成長を支えてく
ださる大切な存在であ
ることを感じました。あ
りがとうございました。
今後も先生たちと協力しながら子どもたちの成長を
見守っていきたいと思います。夏まつりの成功を通じ
て、保育園と子どもたちや保護者の絆が一層深まるこ
とを願っています。　�� 保護者会会長　髙木俊

しゅん

太
た

郎
ろ う

山鹿東保育園 ☎ (44)6253

カマキリ見つけたよ

みんなのお願い事

①ふれあい教室（２年風車づくり）

お
知
ら
せ

②「かりうち」体験（６年）

かき氷おいしいなぁ

迷路でゲット

花火きれいだなぁ
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バ
ン
ビ
通
信

図書館スタッフ おすすめの１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

図書館の情報は
こちらから

問い合わせ先
★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター ☎ (32)3111
★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎ (43)1150

休
館
日

ひだまり図書館

９月２日㈪・９日㈪・16日㈷・23日㉁・30日㈪

こもれび図書館

９月４日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

上映会のお知らせ

内容：『映画すみっコぐらし　ツギハギ工
場のふしぎなコ』
日時：９月８日㈰午前10時半（約70分）
場所：鹿本市民センター２階　視聴覚室
※事前の予約は必要ありません。

こもれび図書館（館内中央展示）

『あなたの知らない「山鹿農林産物」の世界』

山鹿市ではいろいろな農林産物がとれま
すが、どんな物があるか知っています
か？　地元住民も意外と知らない「山鹿
農林産物」を紹介します。

貸し手と借り手のお金の修羅場をおかし
く、ほろ苦く書いたサラ金社員の実体験
記録。ほかの「日記シリーズ」もおすす
めです。

【ひだまり】【こもれび】

『消費者金融ずるずる日記』
　　加原井末路 /編　フォレスト出版 /出版

《児童》

九州には、九州新幹線と西九州新幹線が
あり、さまざまな車両が九州各地をつな
いでいます。この秋、新幹線で九州を巡っ
てみませんか。

【ひだまり】【こもれび】

『新幹線でつなぐ！にっぽん発見のたび　
九州・西九州新幹線』

山崎友也 /監修　ほるぷ出版 /出版

《新幹線》

問
山
鹿
市
消
防
本
部

通
信
指
令
課

☎
（
43
）１
２
８
９

い
ざ
と
い
う
時
の
１
１
９
番
通
報
、
ど
う
い
う
こ
と
を
話
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
り
ま
す
か
？

適
切
な
通
報
は
、
救
急
車
や
消
防
車
が
早
く
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
、

病
状
の
悪
化
や
被
害
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
す
る
と
、
消
防
本
部
の
通
信
指
令
員

が
必
要
な
こ
と
を
順
番
に
お
尋
ね
し
ま
す
。「
あ
わ
て
ず
、

ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
に
答
え
て

く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

１
「
火
事
」
な
の
か
「
救
急
」
な
の
か
は
っ
き
り
伝
え
よ
う
。

２

消
防
車
ま
た
は
救
急
車
に
来
て
ほ
し
い
住
所
を
伝
え
よ
う
。（
わ
か

り
や
す
い
目
標
物
が
あ
れ
ば
伝
え
て
く
だ
さ
い
。）

３
「
何
が
あ
っ
た
の
か
」「
今
ど
う
い
っ
た
状
況
な
の
か
」
を
し
っ
か
り

伝
え
よ
う
。

　
　
火
事
の
場
合
：
何
が
燃
え
て
い
る
の
か
。
逃
げ
遅
れ
、
け
が
人
は
い

る
の
か
。

　
　
救
急
の
場
合
：
年
齢
性
別
、
病
気
・
け
が
な
の
か
、
意
識
の
有
無
や

症
状
。

応
急
手
当
の
必
要
な
場
合
に
は
、
口
頭
で
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

※
通
報
が
終
わ
っ
た
後
も
問
い
合
わ
せ
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
は
常
に
つ
な
が

る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
を
か
け
る
前
に



　山鹿市と㈱肥後銀行の初連携事業「廃食用油回収キャ
ンペーン」（６／３〜７／31）で回収した廃食用油から
製造したBDF（バイオディーゼル燃料）を山鹿灯籠まつ
り実行委員会に贈呈しました。このBDFは山鹿灯籠まつ
り千人灯籠踊り会場の照明用発電機に使用されました。

左から、大石美
み

奈
な

肥後銀行山鹿支店長と高野誠
せい

二
じ

山鹿灯籠まつり
実行委員会副委員長

7
31

SDGs ！集めた廃食用油から BDF 製造
山鹿灯籠まつり実行委員会へBDF 贈呈式

　個人団体合わせて25人の選手が出席し、九州全国の
中体連への出場報告会が行われました。男子バレーボー
ル部主将の立山康

やす

心
と

さん（菊鹿中３年）は「これまで支え
てくださった皆さんへの感謝を忘れずに全力で悔いのな
いようにプレーします」と伝えました。

九州・全国中体連に出場する皆さん

　当プロジェクトは、山鹿地域の県立高校の生徒が江戸
肥後米の復活に挑戦して、農業と食文化の理解を通し郷
土愛を育み、地域活性化を図る目的で実施しています。
今回は市内で美化活動を行い、花の香酒造（和水町）で
穂
ほ

増
ませ

の歴史と菊池川流域日本遺産について学びました。

プロジェクトに参加した、鹿本高校、鹿本商工高校、鹿本農業高
校の生徒たち

8
2

幻のコメ復活プロジェクト
熊本県立高校O

ワ ン

neT
チ ー ム

eam プロジェクト事業

　（一社）日本道路建設業協会九州支部から道の駅水
辺プラザかもとへ、簡易設置型授乳室およびゆったり
と座れる授乳サポートチェアーの二点が寄贈されまし
た。簡易設置型授乳室は、安心安全の強化段ボール製
で設置後の移動も可能です。

三笘昭
かず

樹
き

九州支部長（左側）から寄贈された簡易設置型授乳室
と授乳サポートチェアー

8
6

全国の道の駅にベビーコーナーの整備を
水辺プラザかもとへ簡易設置型授乳室寄贈

8
1

県や市の代表ということを忘れずに
九州・全国中学校総合体育大会出場報告会

パリ2024オリンピック男子サッカーの試合に出場した荒木選手のパブリックビューイングが行われ、
７月28日の試合には約250人の応援団が八千代座に集まり、声援を送りました。決勝トーナメントにも
進出し、あらゆる場面での荒木選手の華麗な動きに会場では歓声が上がっていました。オリンピック前
には、荒木選手の後援会（栗川亮

りょう

一
いち

会長）から家族に、応援メッセージが書かれた応援旗が贈られ、現地
での応援にも使用してもらいました。これからのますますの活躍を応援団一同祈っています。

八千代座での応援の様子

荒木遼
りょう

太
た

郎
ろ う

選手（鹿央町出身）に山鹿市から声援を送りました！
パリ2024 オリンピック男子サッカーU-23 日本代表戦パブリックビューイング

左から、荒木選手の父 芳
よし

幸
ゆき

さんと後援会の城 龍
りゅう

二
じ

さん

▲写真は家族より提供

お
知
ら
せ
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　菊鹿クラブは第44回目の本大会で優勝し、８月６
日から東京で行われた全国大会に出場しました。この
日、主将の丸山哲

てっ

平
ぺい

くん（菊鹿小６年）は「これまで
やってきた練習の成果を全国大会で生かし、ベスト８
という成績を収めたいです」と力強く話しました。

菊鹿クラブの監督、コーチ、マネージャーと選手の皆さん

7
23

全国ベスト８を目指します！
全日本バレーボール小学生大会熊本県大会優勝

左から豊田さんと堀田教育長

7
16

温かい気持ちのバトンがつながる
能登半島地震で被災された皆さんへの募金

　ことしも多くの子どもたちが参加し、バーサランダ
祭りが行われました。子どもたちは「バーサランダ、
サーランダ」と唱え、千田川から石を拾い100個の石
を上千田天満宮に納めて健康と繁栄を祈り、学業の神
様でもある天満宮に、学業成就の祈願をしました。

バーサランダ祭りの様子

7
25

健康と繁栄を守るために
400 年前から続くバーサランダ祭り

　本市で「こども食堂　百華」を運営されている豊田真
ま

紀
き

さんが、堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長に能登半島地震で被災され
た皆さんのためにと募金を持って来られました。募金はこ
ども食堂に来られた皆さんが寄付してくださったもので、
教育長からはお礼の言葉が伝えられました。

　(一社)熊本県技能士会連合会が、ものづくりの楽し
さや技能の重要性、必要性を実感してもらうことを目
的に、技能フェアを山鹿市で初めて開催しました。会
場では、いすや光るどろだんご、コースターなどを作
ることができ、多くの来場者でにぎわっていました。

畳作り

7
13

各技能職種の技術を生かして
技能フェアin 山鹿市を開催

いす作り

７
24

岡山さん（左から３番目）と JICA 関係者の皆さん

7
31

お
知
ら
せ
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　立山清
きよ

敏
とし

さん（蒲生）が、７月５日に行われた本大
会のシングルスで優勝、混合ダブルスで準優勝しまし
た。２種目合計12試合を１日で戦い抜いた立山さんは
「練習をしていたので、調子が良かった」と笑顔を見
せました。

左から立山さんと早田順一市長

激戦を制す
第37 回全国ラージボール卓球大会優勝

　JICA海外協力隊としてマレーシアの特別支援学校へ
派遣される岡山眞

しん

一
いち

さんが、市長を表敬訪問されまし
た。岡山さんは２年間で４校を回る予定で「任地の学
校と日本の子どもたちの交流事業ができれば」と話さ
れました。

山鹿での経験を支援に生かしたい
JICA 派遣前に市長表敬訪問
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投
稿
の
ペ
ー
ジ

●みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、秘書広報課まで連絡ください。原稿締め切りは掲載月前月の１日までです。
●紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

美
し
い
庭
園
で

「
和
太
鼓
日
本
一
の
響
き
」

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28

◦
日
時

９
月
15
日
㈰

午
後
２
時
〜

◦
場
所

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28

◦
出
演

山
鹿
中
太
鼓
部
（
全
国
３
位
）

大
津
太
鼓
（
全
国
１
位
）

◦
定
員

30
人

◦
チ
ケ
ッ
ト

２
５
０
０
円
（
飲
み
物
・

ケ
ー
キ
付
き
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
高
橋
）

☎
０
９
０（
２
７
２
１
）１
４
１
２

実
家
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
エ
イ
株
式
会
社

そ
の
う
ち
考
え
よ
う
と
先
延
ば
し
に
な

り
が
ち
な
相
続
の
こ
と
。
ど
ん
な
準
備
を

し
て
お
け
ば
い
い
？

実
家
の
相
続
を
考
え

る
上
で
お
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
凝

縮
し
て
お
伝
え
す
る
、
初
め
て
相
続
を
予

定
す
る
人
に
お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◦
日
時
９
月
14
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時

９
月
22
日
㈷

午
前
９
時
半
〜
11
時

◦
場
所

湯
の
端
公
園

◦
出
演

鹿
北
中
音
楽
部
、バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
山

山
鹿
市
合
唱
連
盟

「
第
44
回
合
唱
祭
」
ご
案
内

山
鹿
市
合
唱
連
盟

◦
日
時

９
月
22
日
㈷

午
後
１
時
半
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

◦
場
所

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

◦
入
場
料

無
料

◦
出
演

愛
隣
館
音
楽
ク
ラ
ブ
、
コ
ー
ラ
ス

鹿
本
、
コ
ー
ル
上
吉
田
、
コ
ー
ル
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
、
め
の
だ
け
小
合
唱
部
コ
メ
ッ
ト
、

山
鹿
コ
ー
ル
エ
イ
ト
、山
鹿
市
民
合
唱
団
、

山
鹿
小
合
唱
ク
ラ
ブ
、
山
鹿
少
年
少
女

合
唱
団
、
山
鹿
中
合
唱
部
（
50
音
順
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
田
中
）

☎
０
８
０（
１
７
１
１
）８
４
３
６

山
鹿
で
の
暮
ら
し
を
語
り
合
う  

「
山
鹿
に
ず
〜
っ
と
い
た
い
よ
ね
！
」

「
山
鹿
暮
ら
し
」
語
ろ
う
か
い

◦
日
時

９
月
29
日
㈰

午
後
４
時
〜

◦
場
所

落
語
カ
フ
ェ
「
七
七
屋
山
本
堂
」

◦
内
容

山
鹿
で
の
楽
し
い
暮
ら
し
を
み

ん
な
で
語
り
合
う

◦
定
員

10
人

◦
参
加
費

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

や
ま
が
ア
ー
ト
の
ス
タ
ッ
フ
・

実
行
委
員
・
協
賛
募
集

や
ま
が
ア
ー
ト
実
行
委
員
会

こ
と
し
で
５
回
目
と
な
る
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
「
や
ま
が
ア
ー
ト
」
は
、
こ
れ
ま
で

旧
鶴
城
中
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

と
し
はY

ヤ

マ

ガ
A
M
AG
A
B

ベ

ー

ス

A
SE

（
旧
千
田
小
）

で
開
催
し
ま
す
。
運
営
に
必
要
な
ス
タ
ッ

フ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間

９
月
30
日
㈪
ま
で

◦
募
集
内
容

ス
タ
ッ
フ

　
　
10
月
26
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈷
の
間
、

半
日
単
位
で
受
け
付
け
な
ど
で
き
る
人

実
行
委
員
（
企
画
・
運
営
全
般
）

　
　
申
し
出
が
確
認
で
き
た
時
か
ら
継
続

協
賛
金

　
　
一
口
千
円
か
ら

◦
定
員

な
し

◦
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
先
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
下
田
）

☎
０
９
０（
８
４
１
２
）９
１
０
２

落
語
と
お
笑
い
の

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト株

式
会
社CO

-M
A

１
部

落
語
と
お
笑
い
ネ
タ
＆
ト
ー
ク

◦
日
時

９
月
16
日
㈷

午
後
３
時
半
開
演
（
午
後
３
時
開
場
）

◦
料
金

大
人
２
千
円
、
高
校
生
千
円
、

中
学
生
以
下
無
料

２
部

落
語
体
験
コ
ー
ナ
ー
＆
ゲ
ー
ム
大

会
（
賞
品
あ
り
）

◦
日
時

９
月
16
日
㈷

午
後
６
時
開
演
（
午
後
５
時
半
開
場
）

◦
料
金

大
人
千
円
、高
校
生
５
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料

◦
場
所

両
部
と
も
天て

ん

聽ち
ょ
うの

蔵
【
大
蔵
】

◦
場
所

コ
ー
エ
イ
不
動
産
（
菊
池
市
野

間
口
３
３
８

−

１
）
※
オ
ン
ラ
イ
ン
可

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０

◦
出
演

三
遊
亭
ふ
う
丈じ

ょ
う
、服
部
拓た

く

也や

（
と

も
に
山
鹿
市
出
身
）

◦
予
約

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で
次
の
項

目
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

①
公
演
日
程
②
氏
名
③
人
数
④
連
絡
先

　
　kum
a@
co-m

a-do.jp

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
（
カ
フェコマ
ド
）

☎
０
３（
４
５
０
０
）９
７
７
９

鹿
中
太
鼓
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
演
奏
。

※
出
演
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６
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みんなの広場

今月の 街角Gallery
ギャラリー

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835
▶前期　G

ゴ ー

o! F
フ ラ ワ ー

lower
　�スーパーフラワー認定講師の松本秀

ひで

美
み

さん（山鹿市）が
特別な紙で作るアートフラワーの世界。
　期間：９月２日㈪〜14日㈯
▶後期　鹿央絵画教室作品展
　�多田隈亮

りょう

典
すけ

講師の受講生 11人が描いた静物や風景な
ど約20点を展示。多田隈講師も賛助出品。
　期間：９月17日㈫〜 30日㈪
◉時間：どちらも午前11時半〜午後６時
　（どちらも最終日は午後３時まで）
　日曜定休　※23日㉁は店休

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838
▶山鹿イラスト展
　�榊龍

たつもり

盛さん（山鹿市）が描いた山鹿灯籠と温泉の町並
のイラストを展示。
　期間：９月１日㈰〜29日㈰　　
◉時間：午前10時〜午後４時半　※月曜休館

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
・
は
っ
ぴ
ぃ

結
婚
し
た
い
あ
な
た
の
幸
せ
さ
が
し
の

一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦
日
時

10
月
20
日
㈰

午
後
１
時
半
〜

◦
対
象

50
歳
以
上

◦
募
集
人
数

男
女
各
５
人
（
先
着
順
）

◦
場
所

大
津
町
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
（
大
津
町
大
津
１
１
８
９

−

２
）

◦
参
加
費

千
円
（
当
日
徴
収
）
※
別
途

入
会
登
録
費
３
千
円

行
政
書
士
無
料
相
談
会

熊
本
県
行
政
書
士
会

県
行
政
書
士
会
で
は
、
10
月
を
行
政
書

士
制
度
広
報
月
間
と
定
め
、
活
動
を
P
R

す
る
た
め
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

電
話
相
談

熊
本
県
行
政
書
士
会

☎
０
９
６（
３
８
５
）７
３
０
１

◦
日
時

10
月
１
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

街
頭
相
談

◦
日
時

10
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦
場
所

鶴
屋
百
貨
店
本
館
７
階

レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー

◦
相
談
内
容

許
認
可
・
登
録
（
建
設
業
・

運
送
業
・
風
俗
営
業
・
開
発
・
農
地
転

用
・
車
庫
証
明
・
車
両
登
録
・
在
留
資

格
な
ど
）・
法
人
設
立
・
遺
言
・
相
続
・

内
容
証
明
書
や
契
約
書
の
作
成

◦
問
い
合
わ
せ
先（
熊
本
県
行
政
書
士
会
）

☎
０
９
６（
３
８
５
）７
３
０
０

学
習
教
室
で
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

地
域
の
学
習
教
室

地
域
の
学
習
教
室
は
、
熊
本
県
に
よ
る

学
習
支
援
事
業
で
す
。
安
ら
ぎ
の
居
場
所

を
提
供
し
「
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
、

寄
り
添
っ
て
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
学
習
意
欲

を
向
上
さ
せ
、
宿
題
サ
ポ
ー
ト
や
苦
手
科

目
の
指
導
、
受
験
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
少
人
数
で
学
び
、
不
登
校
の
お
子
さ

ん
も
支
援
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

◦
対
象

小
・
中
学
生

◦
場
所

鹿
本
キ
リ
ス
ト
教
会
、
鹿
本
市

民
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

◦
日
時

相
談
に
応
じ
ま
す

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

���（
鹿
本
キ
リ
ス
ト
教
会
）
☎（
46
）２
７
２
１

���（
熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
協
議
会
）

☎
０
９
６（
３
３
１
）６
７
３
５

◦
必
要
書
類

履
歴
書
、
写
真
３
枚
、
独

身
証
明
書
、
所
得
証
明
書

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
中
牟
田
）

☎
０
７
０（
２
６
３
２
）０
１
６
０

９月

※営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004

【�見学ができない日】上記の日、および 20日㈮、27日㈮
は見学できません。
　八千代座見学
入館料��大人 530 円、小中学生 270 円（団体割引などあり）
　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜
内　容��浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時��１日㈰、２日㈪、７日㈯〜９日㈪、16 日㈷、

23 日㉁、30 日㈪（午前 10 時半開演）
※八千代座物語の鑑賞には、別途料金が必要です。詳し
くは、山鹿温泉観光協会ホームページをご覧ください。

　八千代座見学

　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜

開催日 行　事　名 時間 料金
11 日㈬ 休　館　日 − −
17日㈫ 宝

たか

海
み

劇団　菊月興行 日中 有料

21日㈯ 台湾×山鹿「台湾友好祭」
台湾歌劇団がやってくる！ 午後 無料

22日㈷ 歌と踊の祭典 日中 無料
28日㈯ 昂月夏おどり 午後 無料

29日㈰ ライブハウス　かみひこうき
第 21回八千代座 L

ラ イ ブ

IVE 日中 有料

観光協会



投
稿
の
ペ
ー
ジ

市
民
文
芸

短

歌

肥
後
狂
句

俳

句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

七
月
例
会

●
長
瀬
狂
介
選

に
わ
か
雨

妻
が
傘
持
つ
最
寄
り
駅森

川
　
　
秋

な
ん
ご
つ
な

こ
る
が
挨
拶
熊
本
じ
ゃ

川
上

火
男

モ
ッ
コ
ス
が

昔
な
が
ら
の
米
作
り小

水
流
繁
富

扇
風
機

も
う
エ
ア
コ
ン
に
任
せ
た
よ

荒
木
ト
ン
ボ

に
わ
か
雨

構
う
ち
ゃ
お
れ
ん
共
稼
ぎ

佐
々
木
二
世

●
荒
木
又
衛
門
選

モ
ッ
コ
ス
が

ま
た
立
候
補
す
る
て
言
う

森
本

遊
民

な
ん
ご
つ
な

夫
婦
ゲ
ン
カ
は
止
め
ら
れ
ん

森
川
し
を
る

ぴ
っ
た
し

初
め
て
意
見
が
あ
っ
た
ね

金
光

菊
女

モ
ッ
コ
ス
が

米
寿
迎
え
て
家や

普ぶ

請し
ん大

倉

和
人

扇
風
機

首
を
ふ
り
ふ
り
孫
の
守

鳥
巢
万
年
青

鹿
北
河か

鹿じ
か

会

六
月
例
会

●
互
選
句

な
ご
や
か
に

笑
顔
こ
ぼ
る
る
孫
祝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
す
み
子

そ
ら
良
か
な
あ

話
し
相
手
の
で
け
た
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
園
す
ま
子

う
つ
ら
う
つ
ら

お
る
か
い
た
あ
に
起
こ
さ
れ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川

正
子

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

彼
の
世
で
は
何
か
ら
話
そ
星
涼
し
　
　
　
加
藤
寿
美
代

一
休
み
木
か
げ
の
涼
し
庭
仕
事
　
　
　
　
楠
本

裕
子

夕
涼
み
風
の
匂
い
に
人
を
恋
う
　
　
　
　
倉
原

益
子

伯
母
従
妹
お
通
夜
つ
づ
き
梅
雨
に
入
る

坂
本

明
子

山
鹿
俳
句
会

八
月
例
会

●
平
川
み
ど
り
選

父
作
る
廻
り
灯
籠
夢
灯
る
　
　
　
　
　
　
光
永

紀
子

原
爆
忌
地
球
見
守
る
丸
い
月
　
　
　
　
　
荒
木

洋
佑

八
月
入
る
振
子
の
時
計
眠
り
し
ま
ま
　
　
本
田

孝
子

鹿
本
町
短
歌
会

七
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

花
展
材
料
据
ゑ
見
廻
せ
ば
日
向
灘
を
春
の
霞
は
白
く
覆
へ
り
　
　
　
　
　
　
中
川

晶
子

つ
と
め
て
に
草
刈
機
の
音
響
み
く
る
田
植
の
前
の
野
辺
慌
た
だ
し
　
　
　
　
今
村
久
美
子

抱
き
上
げ
て
「
だ
る
ま
さ
ん
が
」
の
本
よ
め
ば
や
は
ら
な
る
陽
の
差
し
来
る
ご
と
し

中
山

秀
子

石
人
短
歌
会

七
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

朝
の
雨
冷
気
を
風
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
揺
れ
る
カ
ー
テ
ン
夢
か
現う

つ
つ

か
　
　
　
　
　
木
村
か
す
み

新
し
く
産
ま
れ
る
命
見
届
け
た
吾
子
は
今
か
ら
兄
と
し
て
歩
む
　
　
　
　
　
米
原

秀
一

街
路
樹
の
青
き
銀
杏
の
葉
を
揺
ら
す
春
雷
遠
く
遠
く
へ
と
去
れ
　
　
　
　
　
堀
田

恵
美

鹿
北
短
歌
会
　
　
七
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

梅
雨
明
け
の
き
ら
め
き
輝
く
白
き
雲
窓
に
見
上
ぐ
る
ま
ど
か
な
る
月

　
　
貞
熊
喜
美
子

不
動
岩
よ
り
見
渡
せ
ば
男
な
ら
こ
の
地
す
べ
て
を
我
が
手
に
欲
し
と
　
　
　
上
田

義
之

好
き
な
花
向ひ

ま
わ
り

日
葵
さ
え
も
嫌
に
な
る
汗
目
に
染
み
る
眩
し
き
太
陽
　
　
　
　
北
原

千
鶴

菊
鹿
短
歌
会
　
　
七
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

受
付
の
挨
拶
笑
顔
話
し
方
完
璧
す
ぎ
て
な
に
か
寂
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口

安
徳

エ
ア
コ
ン
も
働
き
方
改
革
叫
ん
で
る
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
令
中
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
誠

ま
ぼ
ろ
し
の
影
を
し
た
い
て
く
ち
ず
さ
む
古
賀
記
念
館
名
曲
ず
ら
り
　
　
　
長
野

節
子

三
岳
短
歌
会
　
　
七
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

か
つ
て
わ
が
詠
み
た
る
青
の
あ
ぢ
さ
ゐ
に
あ
り
あ
り
と
し
て
母
甦
る
　
　
　
田
中
美
千
代

太
秋
柿
枝
も
た
わ
わ
に
生な

り
た
る
を
見
上
げ
ゆ
く
な
り
ま
だ
青
き
実
を
　
　
戸
次

幸
子

谷
川
の
橋
の
た
も
と
に
千せ

ん

日に
ち

紅こ
う

い
ち
ご
色
し
て
小
さ
く
背
伸
び
　
　
　
　
　
森

ト
ミ
子

広報やまが　2024. ９ 28



29 2024. ９　広報やまが

投
稿
の
ペ
ー
ジ

2024-25 リーグ H 開幕！
開幕戦！９月７日㈯
vs 香川銀行GS　�午後１時 START ／　

山鹿市総合体育館

広報やまが８月号に付い
ている「無料招待券」を
切り取り、当日持参いた
だければ無料で観戦でき
ます。
（２階席限定です）

第６節 ９月 28 日㈯
vs 大阪ラヴィッツ　�午後２時半 START ／　

山鹿市総合体育館

男子：レットル佐賀 vs アスフレ BM　正午 START
※１枚のチケットで２試合観戦できます。

前売りチケット好評発売中！
会場を満員にして、みんなで応援しましょう！
９月のホーム戦では、開幕を記念してチームオリジナルグッズを限定発売！
グッズはホームページやインスタグラムで随時お知らせします！お楽しみに！

強さと美しさを兼ね備えたマスコットキャラクター
「ビュースト」が誕生しました！
目立ちたがり屋で天真爛漫、みんなで盛り上がることが大
好きな「ビュースト」。ホーム戦では軽快に会場を駆け回
る「ビュースト」とともに、熱い声援を送ってください！
開幕戦では「ピンディー」とのコラボが見られるかも！？

【 】

チケット購入や最新情報はこちら▶

オムロンピンディーズ時代から引き継いだスローガン「より
強く、より美しく」を具現化させたデザインで、よりチーム
や選手のことを知ってもらうため、また多くの人に隅々まで
情報に触れてほしいとの思いから、「使いやすさ」を重視し
て展開しました。
試合日程やスケジュール、選手のプロフィールなど最新の情
報を掲載しています。引き続き活用してください！

公式ホームページがリニューアル！

男女共同開催

新 マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ ー
【ビュースト】誕生！
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〒
861-0592

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987

番
地
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☎
0968（

43）1110　
�
0968（

44）0373
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
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aga.kum
am
oto.jp

2024
（

令
和

６
年

）　Septem
ber　

N
o.285

９

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 49 人減りました 48,181 人
男性 18 人減りました 22,792 人
女性 31 人減りました 25,389 人
世帯数 19 世帯増えました 21,996 世帯
〜14歳 11.3 ％ 5,426 人
15歳〜64歳 49.5 ％ 23,864 人
65歳〜 39.2 ％ 18,891 人

７月末現在 ( 増減は前月末比 )

ゆ
き

ご
あ
い
さ
つ

＊

＊

　
６
月
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
（
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
、
中
島
由
紀

子
で
す
。

　
熊
本
市
出
身
、
そ
の
後
、
合
志

市
、
菊
池
市
と
住
み
、
そ
の
際
に

菊
鹿
町
や
山
鹿
市
の
魅
力
を
知
り
、

２
度
目
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

応
募
で
合
格
し
、
念
願
の
山
鹿
市

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
！

　
子
ど
も
の
頃
に
、
実
家
が
お
米

屋
さ
ん
を
営
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

り
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
交
流
や
、

お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
で
す
！
　

ま
た
、
食
べ
る
こ
と
や
マ
ル
シ
ェ
、

お
祭
り
な
ど
も
好
き
で
、
自
ら
出

店
も
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
山
鹿
と
言
え
ば
「
山

鹿
千
軒
た
ら
い
な
し
」
と
い
う
言

葉
通
り
、
た
く
さ
ん
の
温
泉
と
情

緒
あ
ふ
れ
る
、
古
き
良
き
山
鹿
温

泉
も
、
と
っ
て
も
大
好
き
で
す
！

　
山
鹿
市
の
魅
力
を
、
た
く
さ
ん

後
押
し
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
中
島
）

鹿
央
里
や
ま

２０２４年
花
め
ぐ
り
蓮

周
　
隊
員

こ

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

おいしか

山鹿ブランドは、特産品や加工
品にシンボルマークをつけて山
鹿をＰＲするもので、山鹿市物
産振興協会が承認しています。
問☎（43）4111

高麗人参の苗を完全無農薬水耕栽培で育て、
加工（乾燥）して黒高麗人参を作っています。☎ 36-9166

美
み い ん た ん

人湯
高麗人参にやまが和栗、肥後赤鶏に温
泉水など、山鹿のおいしいものをぎゅっ
と詰め込んで作ったサムゲタンです。
子どもでも食べやすく、日本人の口に
合うようにしています。山鹿の温泉を
イメージして「美人湯」にしました。

江良 誠
まこと

取締役　　　江良綱
つなたか

隆代表取締役　　浮田保
やすふみ

文業務管理部長

夏バテ防止や疲労回復に美人湯
をご賞味ください。
当社ホームページ
から購入できます▶

９回蒸し、９回天日
干しにして作る黒高
麗人参（黒

こくじん

参）。

日本で唯一の水耕栽
培で育てる高麗人参。

４千円（税込み　送料別）

あ
と
が
き

★
こ
と
し
の
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り

も
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
二
日
間
で
奉
納
灯
籠

を
回
っ
て
写
真
を
撮
り
ま
し
た

が
、
昨
年
９
月
に
国
宝
の
指
定

を
受
け
た
、
通
潤
橋
の
奉
納
灯

籠
の
細
か
い
作
り
に
も
大
変
感

動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
の
心

配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
納
涼
花

火
大
会
も
千
人
灯
籠
踊
り
も
無

事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
夏
の
思

い
出
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
猛
暑
日
が
続
き
、
台

風
も
立
て
続
け
に
日
本
列
島
ま

で
来
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
注

意
が
必
要
で
す
。
昔
か
ら
、
山

鹿
灯
籠
ま
つ
り
が
終
わ
る
と
暑

さ
が
和
ら
ぐ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
少
し
で
も
早
く
、
過
ご

し
や
す
い
気
候
に
な
れ
ば
と
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。（
陽
）




